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ライブラリー通信 「ウミウシ」本

ここ数年、「ウミウシ」本が相次いで刊行され、ちょっとした

「ウミウシjブームになっています。このブームの契機となった

のは1999年に東海大学出版会から刊行された『海洋生物ガイド

ブックJで、ごの種のガイドブックとしては異例なほどページを

割L、て 230種ほどの 「ウミウシ」がカラ ーで紹介されています。

同年少し遅れて TBSブリタニカから 『ウミウシガイドブックJ
<沖縄・慶良問諸島の海から>が、さらに翌年同タイトルで<伊

豆半島の海から>が刊行されるに及んで、俄然「ウミウシ」人気

クを参照してもらうしかありませんが、その形態や色彩は実に

多様で、見ていて飽きることがありません。海の宝石とも例えら

れるほどですが、人によってはグロテスクに感じるかもしれま

せん。でも大多数の人はその優美な美 しさに魅了されるごとで

しょう 。 さらに詳しく知りたいという人にはブームの契機を

イ宇った東海大学出版会から咋年刊行された『ウミウシ学』が参考

になります。

「ウミウシ」の研究書としては1949年に岩波書庖から 『相模湾
こうさL、るL、

に火がつきました。 産後鯨類図譜j(生物学御研究所編)、さらに 1955年にその 『補

「ウミウシjをこれらのガイドブックで初めて見たという人も

多いのではないでしょうか。 もちろんそれまでにも海洋生物図

鑑には「ウミウシJを取り上げたものもありましたが、単に海洋

生物の一種としか見なされずあまり人々の注目を浴びる乙とは

ありませんでした。刊行した出版社もこれほど売れるとは思わ

ずび、っくりしたでしょうが、 一番驚いたのは「ウミウシ」自身

だったかもしれません。なにせそれまで海洋生物の図鑑といえ

ば多くは魚類が主役で、「ウミウシ」などは端役扱いで=したから。

それがいきなり、「ウミウシ」だけのガイドブックが刊行された

のです。

遺J編が刊行されています。ここでいう後鯨類とは 「ウミウシ」

のことで、これらの著作は1990年に学名の修正表と文献表を追

加してから復刊されていますが、今日にあって も「ウミウシ」、後

偲類に関する最も詳細な著作となっています。

ところで、この「ウミウシJは軟体動物の巻員の仲間に分類さ

れていますが、殻を脱ぎ捨てた巻員とよく説明されるように、そ

のほとんどは殻を持っていません。詳しく は図鑑やガイドブッ

この「ウミウシ」ブームの到来は、近年スキューパ・ダイビン

グの愛好者が増加したことと 関連しているようです。 これまで

あまり注目されてこなかった海洋生物に目を向けるダイパーが

増えたことが、 一連の「ウミウシ」本を生み出した一因かもしれ

ません。そしてまた、こうした 「ウミウシ」本が人々に広く受け

入れられる底流には、昨今の癒しを求める社会状況と何か通じ

るものがありそうです。そのうち「ウミウシJをメインにした水

族館ができるかもしれませんね。

(司書 内田潔)

催し物のご案内 (2001 年 4 月 ~5 月)

.お問い合わせ先:

250-0031 小田原市入生田499 神奈川県立生命の星・地球博物館企画普及課

電話(0465)21-1515 内線311 電子メール plan@pat-net.ne.jp

※今後の催し等については、当館ホームページにて随時ご案内しております。

室内実習

「恐竜って何日[博物館!

主に海外の博物館で展示されている恐

竜の写真を見ながら、クイズ形式で恐竜

などの古生物について楽しく学びます。

日時/4月8日(日) 10:00-12:00 
対象/小学4年生一6年生 80人
募集/-3月27日(火)

野外観察

「箱根の昆虫調査J[箱根方面l
昆虫相調査を通して、昆虫に関する高度な

焔裁と調査ま嫡を習得します。

日時/4月z2日(日)、 5月13日(日)

6月3日(日)・2A日(日)、7月15日(日)
9月9日(日)、 10月 14日(日)

全 7回 9・00-16・00
対象/中学生以上 20人
募集/-4月10日(火)

野外観察

「地形観察会J[山北町大野山l
大野山登山をしながら、地形や地質を観

察します。

日時/5月3日(木-祝) 10:00-15・00
対象/一般 30人
募集/-4月17日(火)

室内実習

「動物の体のつくりを知ろうJ[博物館l
タヌキなど野生動物の解剖を行い、動物

とヒトとの体のつくりを比較しながら調べ

ます。

日時/5月5日(土-祝).6日(日)

全2回 10・00-16・00
対象/小学5年生~高校生 10人
募集/-4月17日(火)

野外観察&室内実習

「土壌動物ウォッチンクJ[博物館とその周辺l
落葉の下や土の中に住む小さな生き物

たちの世界を観察します。

日時/5月5日(土・祝).6日(日)

全2回 10:00-15:00
対象/小・中学生とその保護者 20人
受講料/500円
募集/ー4月17日(火)

野外観察

「水辺の動物ウォッチンクJ[酒匂)111
水辺の環境とそ乙にすむさまざまな生き

物を観察します。

日時/5月12日(土)10:00-15:00 
対象/小・中学生とその保護者 30人
募集/-4月24日(火)
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室内実習

「夕、イハーのための魚類学入門J[博物館l
標本の作成や撮影を通して、魚につい

ての理解を深めます。

日時/5月20日(日)・27日(日)全2回
9:00-16:00 

対象/18歳以上のタゃイパー 10人
募集/ー5月8日(火)

野外観察&室内実習

「昆虫採集入門J[博物館とその周辺l
昆虫を採集し、標本にして種名を調べた

り体の仕組みを学びます。

日時/5月20日(日).6月9日(土)

7月1日(日)'8月18日(土)

10月13日(土)全5回9:00-16:00
対象/小学4年生以上 20人
募集/一5月8日(火)

野外観察

「磯の生きものウォッチンク'J[真鶴町三ツ石l
磯に生きる動植物を観察し、その特徴や

生活の様子などを学びます。

日時/5月26日(土) 10・00-15:00
対象/小学生以上 40人
募集/-5月8日(火)

申込方法
往復はがきに、催物名、住所、氏名、

年齢、電話番号を明記の上、博物館宛

てにお送りください。

ご家族など数人でご希望の場合は

連名でお申し込みになれます。特に記

載の無いものは参加無料です。応募多

数の場合は抽選となります。当館の

ホームページもご参照ください。

http://www.city.odawara.kanagawa.jp/ 

museum/ g.html 


